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す世おお宰昆贋
ご

引
越
さ
れ
た
時
は

号

必
ら
ず

2 

住
民
登
録
を

7 第(1) 

12月末市の人口

世帯数 9.831

人口 44.951

出生 62 婚姻 30

死亡 43 離婚 2 

最
近
薪
聞
ラ
ジ
オ
な
ど
で
報
渇
さ
れ
一
お
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
代
表
者
一
に
新
有
権
者
を
対
象
と
し
た
話
し
あ

-
。
団
員
表
彰
藤
套
霜
、
宮
田
清
範
、
田
中
努
隆
一
て
い
る
、
昭
和
三
十
七
年
度
の
八
翁
遺
言
語
し
あ
い
態
的
な
啓
発
を
実
施
し
一
い
を
持
ち
た
い
。

一
新
谷
分
間
長
池
田
正
利
一
(
平
野
)
柁
谷
秀
儀
、
松
本
正
光
一
挙
運
動
の
方
針
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
一
ょ
う
と
、
次
の
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
一
そ
の
他
、
六
月
定
例
市
議
会
の
傍
聴

一
菅
田
分
団
長
片
岡
勝
弘
一
(
南
久
米
〉
幸
軒
震
芳
、
小
田
熊
男
一
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
は
参
謀
剛
院
議
長
選
一
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。
一
巡
回
映
写
会
の
開
催
、
学
校
教
育
に
お

一
ト
須
或
制
品
川
団
長
当
川
感
術
一
審
田
〉
西
山
文
夫
(
大
山
守
本
挙
近
し
の
か
ん
を
抱
て
。
一
第
一
震
牧
符
為
は
選
挙
犯
罪
中
で
最
一
け
る
僕
阪
選
挙
、
町
九
州
調
査
、
年
令
別

一
平
野
副
分
間
長
犬
藤
三
章
一
宗
義
、
藤
山
稔
(
柳
沢
〉
山
田
義
春
一
大
洲
市
に
と
っ
て
は
、
お
よ
そ
三
ケ
一
も
商
品
質
犯
と
さ
れ
て
い
る
の
で
民
枚
一
地
域
別
投
票
状
況
の
活
表
及
び
選
挙
の

一
南
久
米
副
分
団
長
菊
池
徹
一
(
新
谷
〉
藤
田
利
吉
〈
一
ニ
善
)
宮
本
一
月
に
一
聞
の
割
合
で
選
挙
が
行
わ
れ
る
一
や
供
応
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
徹
一
反
省
会
実
胞
な
ど
、
広
焔
閥
た
啓
発
の

一
大
洲
分
間
部
長
官
刊
紙
兼
暗
一
武
男
(
粟
津
)
後
藤
松
美
、
泉
芳
信
一
筈
に
な
っ
て
い
る
。
一
底
的
に
追
放
す
る
運
動
車
ど
選
挙
人
に
一
問
題
点
を
長
時
間
話
し
あ
い
近
く
一
具
体

一
二
、
国
、
県
消
防
協
会
長
表
彰
一
規
律
賞
一
先
ず
霞
初
の
選
挙
は
、
七
月
始
め
頃
一
呼
び
か
け
よ
う
、
号
つ
し
て
ζ
の
運
一
的
計
両
が
樹
て
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
て

一
。
団
体
表
彰
粟
津
分
団
一
(
菅
田
)
坂
本
光
芳
(
柳
沢
〉
松
永
一
参
議
院
議
員
の
潟
挙
、
次
に
九
、
十
月
一
関
か
市
民
運
動
と
な
っ
て
正
し
〈
明
一
い
る
。

一
⑬
団
員
表
彰
一
勉
〈
顎
合
〉
鎌
田
武
夫
(
上
須
惑
一
頃
わ
れ
わ
れ
に
一
帯
身
近
な
市
長
、
市
一
る
い
選
挙
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
一
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
同
盟

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
一
田
中
佐
美
、
西
山
善
道
一
議
選
挙
、
あ
け
ア
翌
年
一
月
知
事
選
挙
一
第
二
選
挙
法
が
改
正
一
に
な
れ
ば
、
選
一
階
落
し
つ
つ
あ
る
最
近
の
選
挙
を
更
に

本
部
長
土
麗
敬
三
郎
吉
一
、
市
長
表
彰
一
什
積
つ
ぎ
、
選
挙
の
あ
た
り
年
と
よ
く
一
挙
人
は
先
ず
法
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
一
関
取
さ
ず
の
も
、
公
明
に
す
る
に
も
、

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
一
(
大
洲
〉
上
石
和
雄
、
堀
井
始
一
郎
一
言
わ
れ
て
い
る
。
一
ら
な
い
、
そ
乙
で
改
正
法
の
研
究
会
一
選
挙
人
一
人
一
人
の
自
覚
に
帰
す
る
わ

功
績
賞
副
団
長
福
住
繁
雄
一
高
見
光
男
、
玉
井
正
和
、
村
上
忠
愛
一
選
挙
の
多
い
年
と
そ
、
公
明
選
挙
を
一
を
各
地
区
で
開
き
た
い
。
一
け
で
、
選
挙
を
浄
化
す
る
た
め
に
選
挙

精
勤
賞
一
大
久
保
利
通
、
森
口
滞
夫
、
白
石
忠
一
と
な
え
る
斉
も
次
第
に
高
主
り
、
去
る
一
第
三
参
議
院
議
員
選
挙
前
に
投
票
の
一
人
各
位
の
最
大
の
努
力
と
協
力
を
願
つ

(
大
洲
)
矢
野
高
徳
、
寺
岡
秋
太
郎
一
義
(
平
野
〉
山
本
信
義
、
山
田
清
、
一
一
一
月
二
十
一
日
定
例
会
民
舘
主
事
会
に
一
方
法
を
話
題
と
し
て
、
選
挙
人
と
く
一
て
い
る
。

物
の
生
産
施
設
、
飼
料
の
調
盤
施
設
、
一
で
あ
り
ま
す
。
以
上
溝
造
事
業
改
善
に
一
と
約
二
割
が
融
資
併
入
金
、
約
八
割
の

主

主

怪

主

主

宰

己

主

卜

f

、h
A
8
1
3矛
詮
」
、
一
乾
草
調
霊
設
、
祭
器
、
震
セ
ン
一
つ
い
て
作
目
毎
の
概
要
富
上
げ
た
の
す
十
額
が
国
庫
補
助
金
、
警
が
低
利
融

副
長
若
者
J

立

主

E
著

書

一

タ

l
等
、
個
人
施
設
と
し
て
装
章
一
で
号
ま
す
が
、
書
官
と
し
て
と
一
資
の
制
度
資
金
(
近
代
化
資
金
書

i
J
』
-
-
，
つ
a

F

i

v

-

-

-

-

-

-

-

-

1

.

，
一
入
、
畜
合
の
改
善
等
が
行
わ
れ
、
助
長
一
り
あ
げ
ら
れ
ま
す
も
の
は
こ
っ
か
二
三
入
(
長
期
年
賦
償
還
)
金
に
よ
っ
て
賂

大
洲
市
は
初
年
度
に
指
定
さ
る
一
持
拡
説
明
暗
具
が
含
一
の
駐
日
号
日
間
詩
堅
つ
れ
口
腕
試
か
ね
ば
な
ら
な
い

民
業
構
造
改
幹
事
業
指
定
地
区
と
し
一
さ
て
、
構
造
改
詳
の
内
容
説
明
を
と
帯
と
山
田
川
州
市
に
よ
り
違
っ
て
き
ま
す
一
次
に
米
が
入
る
こ
と
が
予
題
さ
れ
ま
一
に
つ
い
て
行
う
霊
雲
み
ま
す
と
、
共
一
乙
と
は
、
乙
の
構
造
改
善
事
業
の
中
に

て
可
吉
本
市

2423Lし
一
て
み
ま
す
と
、
将
来
の
霊
控
室
が
、
芋
主
に
重
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
米
が
入
り
ま
す
と
、
土
装
備
事
一
同
化
か
強
〈
打
出
さ
れ
て
お
り
、
機
械
は
団
体
の
構
護
票
条
件
的
に
含
ま

ピ
o
L
日

目

Z
首
Z
F
Z消
費
と
が
、
必
ず
バ
ラ
ン
ス
の
と
す
Jo
霊
も
ま
た
分
類
さ
れ
て
乳
牛
、
一
議
と
し
て
は
、
区
画
整
、
暗
き
ょ
う
一
謀
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
菱
重
れ
て
お
り
ま
す
。
農
場
合
併
、
そ
の
他

和
民

ω皆
さ
い
ん
ん
い
積
極
的
叫
ん
い
協
力
都
お
一
た
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
需
一
和
ヰ
、
豚
、
鶏
、
統
芸
守
と
な
り
、
第
一
排
水
、
末
端
尉
排
水
、
食
道
等
共
同
施
一
就
労
人
口
の
減
少
を
前
提
と
し
て
考
え
一
農
業
団
体
の
統
合
繋
塑
花
、
土
地
改

野
山
恥
上
げ
i
h
u
。
詳
し
い
じ
と
は
俊
一
用
を
荷
す
計
一
回
生
産
を
す
る
こ
と
に
よ
一
二
に
海
岸
部
は
鐙
附
、
そ
の
他
は
、
そ
一
殺
事
業
は
、
育
首
器
、
共
同
乾
燥
、
調
一
ら
れ
る
対
策
の
要
素
は
土
地
の
整
備
、
一
良
等
の
強
化
促
進
方
が
強
調
さ
れ
て
お

一
引
地
区
一
在
悶
明
会
を
扇
知
行
川
か
一
っ
て
価
格
の
安
定
を
ば
か
り
、
ひ
い
て
一
さ
い
、
乙
れ
ら
は
将
器
開
貨
の
著
し
く
一
裕
施
設
、
機
械
化
施
設
、
将
来
四
日
家
人
一
機
械
化
、
共
同
化
、
資
金
調
達
の
四
原
一
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
な
り
ま
せ
ん
。

い
と

Rま
す
か
が
し
一
乙
乙
で
は
そ
り
農
家
経
済
の
安
定
書
ら
ね
ば
な
ら
豆
す
る
作
固
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
一
口
の
減
少
対
策
と
し
て
省
力
栽
培
著
一
則
が
あ
る
と
一
思
い
ま
す
。
乙
の
四
原
則
一
こ
れ
ら
の
大
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に

州
問
一
配
中
小
上
げ
恥
L
止
め
る

ι日
い
に
由
一
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
乙
で
一
田
町
に
落
葉
問
題
、
米
、
養
蚕
守
が
そ
れ
一
含
む
革
新
按
術
導
入
の
方
途
が
誘
ぜ
ら
一
を
充
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
の
近
↑
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
は
勿
論
、
関
係

K
U
R
-
-
a
l
i
a
i
-
-
政
器
産
固
に
つ
い
て
適
量
産
的
一
ぐ
の
地
域
に
お
け
る
特
性
に
応
じ
て
一
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
代
化
が
実
現
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
一
機
関
の
方
々
の
総
事
結
集
し
計
画
の

営
基
本
法
の
根
幹
で
あ
る
。
量
一
に
全
国
都
道
府
県
の
設
を
分
類
し
て
一
塁
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
次
は
落
葉
樹
が
あ
り
ま
す
。
土
地
一
の
で
あ
り
ま
す
。
一
達
成
に
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

車
駅
事
孝
昭
翌
日
年
皇
室
生
産
の
襲
約
拡
大
を
号
、
主
一
次
に
大
洲
市
は
指
定
を
つ
け
て
署
吾
妻
と
し
て
、
習
量
成
長
一
号
、
最
後
に
構
造
改
善
事
業
の
資
一
と
っ
か
大
洲
市
農
業
百
年
の
大
計
を
た

一
実
施
主
る
こ
と
日
な
り
ま
お
ぶ
一
産
地
形
成
重
点
を
行
う
こ
と
に
し
た
の
一
ゃ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
一
道
、
排
水
路
、
畑
地
か
ん
が
い
施
設
、
一
舎
つ
い
て
習
を
い
た
し
ま
す
。
と
一
て
、
と
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
、
富

一
酌
一
ニ
刊
六
百

E宮
町

翌

0
2で
あ
ま
り
す
。
す
な
わ
ち
大
き
い
地
域
一
本
一
在
宅
第
一
に
階
段
が
事
官
一
共
同
施
設
事
業
と
し
て
は
、
共
同
出
荷
一
れ
ら
も
ろ
も
ろ
の
事
業
き
つ
資
金
は
百
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
抗
手
市
町
桁
別
配
J
一
一
計
主
に
区
分
し
、
甲
の
地
域
量
産
を
忠
一
と
し
て
入
り
ま
す
。
乙
れ
は
事
章
一
所
相
共
同
防
除
施
設
、
共
同
給
水
施
設
十
如
何
に
し
て
調
達
す
る
か
と
L
い
ま
す
一

町
村
を
、
今
後
十
ヶ
年
間
に
わ
た
る
俊
一
に
、
乙
の
地
域
は
果
樹
申
心
に
丙
の
地
一
が
原
乳
主
産
地
と
し
て
、
発
展
す
る
こ
一
個
人
施
設
と
し
て
は
果
樹
相
栽
等
が
対
一

I
l
l
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1・

菜
室
蓄
の
大
重
が
発
足
す
る
乙
↑
域
は
差

E
Lと
い
う
よ
う
に
喜
一
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
原
料
皇
霊
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
更
に
そ
一

3
3』
す

'
z
z
巾
p
h且
匂

砂
一
と
に
な
り
取
あ
え
ず
本
年
壁
一
O
O
の
一
作
目
を
決
め
て
、
各
車
庫
奨
励
に
、
一
生
産
地
盤
と
し
て
大
洲
市
が
最
初
に
一
さ
い
に
つ
い
て
説
…
明
い
た
し
ま
す
と
区
一
川
乍

t
叫
け
吹

I
I
r
E伊
冒

3
U

A

一
実
施
市
町
村
が
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
一
ま
た
作
目
に
よ
っ
て
は
合
理
化
を
は
か
一
指
定
考
つ
け
、
附
申
告
副
「M
を
樹
て
る
こ
一
画
整
理
、
共
同
施
設
事
業
と
し
て
は
共
一
J
4
e
E
B
E
E
S
a
F
‘J
A
i
-
一
咽

空
白
日
刊
十
日
付
設
問
問
↑
指
輪
一
日
時
十
時
説
明
悦
訳
出
同
日
一
社
訪
れ
民
訴
訟
肝
抗
日
一
叩
司
教
お
む
M
U
Kド

U
一

盛

大

に

行

わ

る

寸
d

め
一
事
誕
計
泊
は
約
二
億
円
程
度
に
f

一
の
低
利
賞
金
等
に
よ
っ
て
行
う
と
い
う
一
か
と
い
い
ま
す
と
、
土
地
終
備
事
業
と
一
乙
の
ほ
か
本
市
と
し
て
は
、
建
査
が
入
一
-

K
L
一d
A
H
一J
汁
U
M
H
M一
-
汁
川
河

U
Wハ
ゴ

ド

ド

一

一

一

一

寸

洲

市

消

防

団

〈

団

長

西

尾

松

太

郎

引

z
d予
想
さ
れ
ま
す
が
、
司
の
二
塁
の
で
あ
り
ま
す
。
一
し
て
、
草
地
の
量
、
造
成
、

ζ
れ

に

百

ま

す

。

ァ

一

の

事

業

習

を

て

は

集

一

一

配
一

H
M佐

h
u日
uhλ
日

一

一

一

一

回

員

一

、

O
四
九
名
)
の
出
初
式
は
去
一

E

一

円

の

吾

輩

致

理

主

乙

と

に

つ

い

十

そ

こ

で

棄

事

一

得

議

遺

産

一

空

畑

地

改

良

、

か

ん

が

い

排

水

書

面

言

葉

妻

、

共

同

施

設

と

し

て

一

一

戸
一
日
医
例
都
引
の
強
わ
い
相
ぷ
一
物
は
何
で
雲
か
と
い
う
乙
と
に
な
り
一
行
、
昔
施
設
だ
し
て
は
、
共
同
省
一
立
、
警
共
司
飼
育
所
、
共
同
桑
園
桑
一
る
二
月
十
七
早
前
八
時
四
十
分
よ
り
一
一

d

一

一

一

一

l

一
中
村
河
原
に
お
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
一
山

各
一
必
袋
で
あ
る
こ
と
裂
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交通がひんぱんになればなるほど、交通事故は多くなり、いまや全国的な大問題として安全交

通運且hがすすめられている。愛媛県でも毎月二十日を交通事故0の日として安全交通運動を強
力lこす〉めているが、交通はまずまずはげしくなる一方で事故も跡を絶たない。

大洲市では市民を不幸から守るため交通安全部市を宣言、全市民的組織で事故防止につとめる

ことになっているが現在では警察のたゆまぬ努力と大洲安全協議会の活発な活動、各学校毎に
誕生しつ〉ある安蛍草学協議会の活動で事故を震小限度にくいとめている現情である。われわ

可市民は大洲市から一切の交通事故をなくするため、これらの団体に対し更に協力を強くして

いく必要があろう。まずお互が対面交通を実践するととから始めて完全に交通規則を守りまし
ょう。運転手のみなさんは、交通事故の三惑である無免許運転1 ピ}ド違反、飲酒運転をぜひ
やめて下さ"0i市民のための、市民の明るい市とするために」
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部
の
機
械
に
集
中
一

Z
E
4
r
y
J一
思

議

開

刊

誌

記

日

一

一

Z
1

一

ー

一

⑨

市

周

藷

の

崎

県

ひ

ろ

が

り

、

主

な

ど

に

も

メ

ー

タ

ー

制

が

あ

り

ま

し

て

τて
、
い
つ
も
話
中
と
い
ろ
状
態
に
な
一
諾
さ
れ
ア
時
間
(
し
で
料
金

L
7
一
重
し
て
い
ま
す
。
講
習
の
目
的
は
歪

E
E
b
vのこ
と

は

自

分

で

し

出

目

出

日

但

h
j
j
j
j一
日

詰

語

れ

持

れ

苦

情

品

川

山

口

日

日

付

吋

ひ

町

日

μ
一

軒

計

時

経

長

自

詩

話

日

1度
立

錦

時

計

時

詩

語

長

供

さ

ん

は

、

一

自

分

の

身

の

ま

わ

り

は

、

自

分

で

怒

一

一

…

一

。

J
F
J
(市
外
通
話
)
の
区
間
が
一
お
れ
あ
り
ま
し
て
、
警
に
お
き
ま
一
な
ど
調
べ
て
、
均
衡
の
と
れ
た
決
め
か
一
。
内
子
へ
か
け
る
ダ
イ
ヤ
ル
即
時
過
唱
一
環
の
著
書
-
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

蓄
え
の
一
理
す
る

Eつ
け

て

お

き

ま

ヰ

ユ

大

回

世

情

ス

団

…

7

F

0

7

て
言
動
車
に
な

2す
と
市
内
一
た
を
す
る
た
め
電
話
君
主
し
司
一
言
内
通
事
も
同
じ
方
法
で
す
よ
す
o

一

…

伸

一

口

念

念

州

訪

l
J

ラ
楽
…
一
現
在
、
八
幡
浜
、
入
喜
へ
の
市
一
通
話
ぱ
腹
話
と
な
り
手
。
ζ
れ
は
一
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
現
在
十
離
カ
短
い
す
一
分
間
七

1
4
1豊
富

監

査

委

員

制

度

に

つ

い

て

一

…

野

町

民

一

時

し

山

口

一

明

説

明

日

沼

市

器

開

諮

問

一

一

盟

諸

時

拠

出

出

弔

問

主

立

ち

ま

一

一

一

一

月

祐

一

一

一

一

一

一

一

一

市

民

の

皆

合

ん

に

/

一

一

環

銅

山

加

出

位

制

郎

三

一

r
tよ

一

抗

日

付

時

即

日

開

討

認

可

一

く

鵠

説

話

計

額

〉

一

山

れ

札

口

駐

日

韓

民

間

吋

一

九

時

明

石

信

事

22入

院

1
5

市
民
の
刊
さ
ん
、
大
洲
市
ニ
ま
型
一
古
川
茂
吉
の
服
務
震
は
栢
当
広
純
一
以
上
の
君
主
言
は
ほ
正
公
平
一
一
雲
中
段
、
舘
一
日
公
一
、
一
一
一
主
人
ジ
立
田
奏
活
げ
…
一
(
長
浜
、
壁
に
つ
い
て
は
自
君
主
は
次
の
よ
う
に
ず
っ
と
安
く
な
っ
て
お
一
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
o

特
に
次
の
一
警
れ
ま
す
主

E
b
Lら
れ
ま
一
用
霊
童
書
室
、
高
等
学

君
主
知
の
号
、
県
民
百
九
十
五
百
一
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
市
一
に
主
義
明
、
主
し
て
、
前
者
の
一
…
公
川

K
E
μ
]官
健
一
ユ
度
怪
伴
指
…
一
え
以
後
に
は
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
〉
一

2
す
。
主
事
と
い
い
ま
す
)

H

一

d
Jた
は
官
の
機
械
に
暮
す
る
一
せ
ん
の
で
ど
う
し
て
も
料
金
詰
り
た
一
校
室
主
同
等
以
上
と
認
め
る

揮
一
告
さ
、
由
力
自
治
に
お
け
る
公
昔
、
吉

T
Eい

て
、
特
定
の
対
象
に
一
場
合
は
そ
の
裂
害
者
表
者
に
通
一
一

Y
大
間
一
同
日
州
知
町
町
立
川
吋
品
…
枇
マ
ダ
イ
「
ノ
即
時
通
話
(
市
外
通
話
)
一
基
本
料
富
市
寺
山
共
同

F
下
一
全
面
{
に
霊
さ
れ
ま
す
の
で
一
い
場
合
に
は
交
換
護
者
を
通
じ
て
っ
一
問
等
学
校
)
霊
業
し
た
者
、
ま

主
謀
議
係
す
る
片
的
宣
っ
て
、
殴
一
対
し
、
転
ン
よ
り
芸
春
実
加
す
一
知
し
、
旦
つ
芸
す
る
こ
と
こ
な
っ
て
一
一
哀

E

F

一
一
の
区
間
が
新
し
く
出
来
ま
す
。
松
山
、
一
事
者
五
0
0
円
一
一
一
三
O
円
一
あ
ら
か
じ
め
と
承
知
願
い
た
い
と
思
い
一
な
い
で
も
ら
っ
方
法
も
あ
り
ま
す
。
一
た
は
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
で
出

~

-

l

、

7

0

ノ

』

二

百

万

I

一
一
内
子
へ
の
市
外
通
話
は
皆
さ
ん
の
手
で
一
住
宅
用
三
五
O
円
三
一
O
円
一
手
。
一
公
衆
署
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
号
室
一
身
学
校
長
信
せ
ん
さ
れ
た
者
。

一h諮問
mMU信

一
」
し
一
有
野
町
民
主
山
町
一
行
弘
一

d
F音
量
在
、
雲
委
員
が
一
一

D
H
催
援
時
所
一
卜
会
演
ク
一
交
悦
取
扱
君
主
経
る
こ
と
な
く
か
一
庭
数
料
は
一
同
七
円
一
。
現
在
代
表
決
号
に
さ
れ
て
い
る
方
、
一
(
昔
、
内
子
)
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
一
乙
霊
申
室
町
制
議
室
育

一
日
出
問
詫
官
主
円
片
行
Uh仁
比

γ仁…一一器量
M

副
主
鼎
官
話
一

Z
R
H
3臨
時

一
の
他
止
の
執
行
益
法
不
当
な
こ
と
一
若
し
市
民
の
L
Uた
で
あ
選
挙
婦
を
一
要
な
富
講
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
主
一
重
に
換
算
さ
れ
市
内
の
度
数
料
と
二
の
申
込
み
、
電
話
専
の
盟
吾
、
故
一
。
共
同
電
話
の
方
共
同
署
か
ら
単
独
一
の
方
法
詰
込
ん
で
な
取
段
者
に
つ
一
塁
支
給
す
る
見
込
み
。

一
よ
な
い
か
、

E
お
話
器
工
事
一
書
な
れ
ば
市
の
経
営
に
か
か
る
一
日
霊
資
一
一
言
お
よ
び
重
で
し
た
住
一
市
県
民
税
の
申
告
書
一
緒
に
計
符
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
手
。
一
障
の
通
知
、
火
事
、
妻
の
通
知
な
ど
一
電
話
に
重
さ
れ
る
方
一
な
い
で
も
ら
い
ま
す
と
一
一
分
間
と
あ

7
重
人
目
黒
住
一
一
O
名
乙
種

子

一

め

て

い

る

か

、

三

少

の

告

芸

大

一

幸

の

益

、

語

、

そ

の

他

霊

の

一

民

に

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

一

:

一

2申
込
み
見
事
ば
全
部
つ
け
る
百
一
笠
通
話
に
つ
い
て
は
問
者
は
不
一
⑨
公
衆
電
話
の
受
苦
言
は
一
分
間
ご
と
に
計
算
す
る
よ
う
に
一
生
一
O
名

h

号
一
の

2f挙
げ
て
い
る
か
ど
っ
か
を
、
一
同
行
に
関
し
て
禁
容
の
あ
る
言
、
一
に
な
っ
て
い
ま
す
o

一

提

出

は

三

月

二

十

日

ま

で

に

一

主

で

す

。

一

要

で

す

が

、

く

わ

し

い

こ

と

は

、

か

け

一

皇

居

加

入

号

、

(

大

洲

へ

統

合

一

な

り

ま

寸

。

従

っ

て

い

ま

ま

で

の

よ

う

一

5

入

所

譲

¥

2
一
芝
草
し
て
、
古
語
雲
行
し
一
法
人
山
ず
る
条
件
の
下
に
監
査
委
員
に
↑
市
民
が
、
と
の
霊
長
聖
母
一
今
年
か
ら
市
、
県
騒
が
申
告
度
一
雲
市
民
の
皆
さ
ん
に
示
し
ま
し
た
の
一
す
で
に

EJ出
れ
て
い
る
在
、
乙
一
か
た
の
お
知
ら
せ
の
と
き
に
書
い
て
お
宝
れ
ま
す
の
で
大
洲
0
0
0
0訴
を
一
に
三
分
こ
と
に
一
通
話
で
あ
り
ま
せ
ん
一
白
星
空
古
車
に
よ
り
毒
『

一
つ
つ
あ
り
ま
す

o

百
し
壁
の
棄
を
せ
ら
る
る
ζ
と
が
一
に
乱
用
せ
ら
れ
て
は
限
り
ま
す
が
、
百
五
な
っ
た
こ
と
や
草
の
あ
ら
ま
し
に
す
、
霊
に
つ
い
て
青
色
申
告
以
外
の
一
れ
か
ら
申
量
れ
る
害
、
五
月
ζ
ろ
一
回
り
し
ま
す

o

E

z

E

四
分
の

A
は
、
一
一
一
分
間
の
料
金
一
上
決
定
す
る

0

7
一
字
、
当
市
に
は
A
7

日

ま

で

市

政

執

行

す

き

ま

す

。

一

に

市

重

し

、

富

の

官

J
3
0万
一
つ
い
て
は
一
月
十
日
号
、
二
月
十
日
号
一
方
は
こ
の
塁
に
よ
っ
て
所
得
の
計
算
一
ま
で
に
申
込
ま
れ
れ
ば
、
白
書
話
切
一
塁
去
号
変
り
ま
す
。
一
⑨
現
在
一

O
O
需
の
方
(
代
表
毒
を
一
色
一
一
分
の
一

F
t
f
rで
よ
い
一
②
乙
霊
次
の
科
目
に
つ
い
て
医

3
一
に
っ
さ
、
特
に
時
ず
る
よ
う
な
不
明
了
市
の
賢
の
違
法
又
は
不
当
な
行
主
で
あ
っ
て
そ
の
必
要
陀
訂
町
三
で
既
に
御
承
知
の
ζ
と
と
存
じ
ま
す
。
ー
し
て
下
さ
い
o
記
入
さ
れ
た
申
告
書
一
替
え
の
と
き
に
お
つ
け
出
来
る
予
定
で
一
白
書
話
で
は
誌
の
塁
上
、
旦
暮
す
る
た
め
変
り
ま
す
が
下
二
桁
は
一
こ
と
に
な
り
、
合
理
的
な
室
長
め
一
記
長
、
口
頭
試
験
に
よ
り
決
定

斉
一
朗
な
伝
単
一
に
お
い
て
も
無
か
っ
た
一
抑
制
限
、
禁
止
を
求
め
る
監
査
官
否
定
、
と
の
杭
型
実
存
立
さ
て
、
そ
の
申
告
は
三
日
二
十
日

τ見
匡
で
ま
と
め
市
へ
届
け
ら
れ
る
子
。
一
葉
弓
語
数
字
に
し
な
け
れ
ば
な
り
一
残
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
)
察
し

τれ
ま

す

。

し

す

る

。

し
、
叉
判
記
に
お
い
て
も
以
い
こ
と
必
一
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
一
一
)
一
て
頂
い
て
妥
支
へ
あ
り
ま
せ
ん
o
詳
し
一
ま
で
に
提
出
を
し
な
い
と
史
日
書
と
し
一
事
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
地
一
。
加
入
区
域
が
広
が
り
ま
す
。
一
ま
せ
ん
、
長
い
間
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
一
い
雲
南
平
等
は
六
月
と
ろ
ま
で
に
お
知
一
(
参
考
〉
待
合
せ
な
く
つ
な
が
司
地
域
一
科
河
川
川
数
学
、
作
文
、
生
物

ハ
ツ
キ
リ
ノ
と
巾
上
げ
ま
す
。
-
住
民
は
市
長
、
牧
入
役
、
そ
の
他
の
一
い
三
ほ
市
の
察
官
T

江
主
ま
で
、
お
一
て
の
佃
仰
が
あ
り
ま
せ
ん
o

即
ち
医
療
一
呈
言
ん
へ
お
届
け
下
さ
い
。
一
大
洲
市
の
う
ち
五
郎
、
市
木
、
徳
ノ
一
い
た
だ
い
て
い
た
査
三
菱
え
さ
せ
て
一
ら
せ
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
一
も
一
た
ん
受
話
器
を
か
け
て
、
待
っ
て
一
@
語
一
川
引
所
大
洲
市
中
村
事
講

最
近
時
節
一
問
、
山
由
川
川
に
い
ろ
い
ろ
な
一
脇
氏
に
つ
い
て
公
金
、
財
産
、
契
約
主
越
し
下
さ
れ
ば
諮
問
致
し
ま
す
o

一
費
、
社
会
保
険
、
突
出
険
、
室
設
一
所
得
に
つ
い
て
正
し
い
申
告
を
し
、
一
森
、
小
倉
、
只
越
、
平
野
町
、
菅
田
土
一
い
た
だ
く
こ
と
は
、
、
局
と
し
て
も
、
古
市
外
通
話
の
方
法
が
変
り
ま
す
。
一
い
て
つ
な
が
る
川
城
の
場
ム

E
同
じ
万
一
習
所

流
一
叶
ヒ
市
川
か
ぎ
ま
7
7
主
主
に
関
し
違
法
、
不
当
、
室
等
の
行
為
一
要
す
る
に
お
互
い
協
力
し
て
明
る
い
一
控
訴
行
は
れ
ま
せ
ん
o

申
告
互
震
に
つ
い
て
も
正
し
く
巾
告
を
し
て
一
肥
ま
で
、
普
通
加
入
区
域
と
な
り
従
来
一
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
で
も
、
好
ま
し
い
一
現
在
の
市
外
遊
話
料
金
制
票
差
一
法
で
す
。
ζ
の
制
度
は
い
ま
ま
で
よ
り
一
④
震
期
目
黒
字
七
年
青

行
し
て
い
る
や
に
聞
き
及
び
ま
す
が
、
一
が
あ
る
と
認
め
た
時
、
そ
の

za一
市
、
住
み
よ
い
市
、
盟
主
事
建
設
一
か
な
ら
ず
=
一
月
二
十
日
ま
で
に
犯
出
し
一
正
し
い
市
民
喜
怒
、
市
の
震
に
一
票
を
つ
け
る
と
き
に
特
車
内
か
か

7
」
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
動
式
で
一
秋
ご
ろ
全
国
一
斉
に
改
正
さ
れ
る
予
定
一
も
高
官
改
め
る
も
の
で
、
く
わ
し
一
二
十
六
日
午
前
九
時
官
電

話
雲
市
民
主
謀
長
、
こ
れ
一
限
、
禁
止
室
主
ず
る
た
め
、
監
査
了
ま
し
ょ
う
。
一
て
下
さ
い
。
一
お
一
隠
し
下
さ
い
。
一
か
つ
て
い
ま
し
た
が
、
室
主
吉
一
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
一
で
す
が
、
奇
局
の
白
書
訴
切
替
え
一
い
乙
と
は
実
施
ま
で
に
お
知
ら
せ
す
る
一
午
後
高
か
ら
口
頭
試
験

ら
の
言
に
告
さ
れ
ぬ
よ
う
、
御
注
意
一
吉
に
対
し
、
監
査
を
要
す
る
こ
と
↑
(
大
洲
市
監
査
委
員
)
一
市
民
の
大
芝
し
め
る
量
に
つ
い
二
人
も
れ
な
く
申
告
い
た
し
一
れ
る
の
で
特
別
の
負
担
は
不
要
と
な
り
一
で
ご
了
承
お
願
い
し
ま
す
げ
宮
司
一
も
こ
の
時
期
に
合
わ
さ
れ
ま
す
の
で
旦
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
一
⑤
合
格
差
去
三
月
三
十
一
日
、

を
お
刷
い
致
し
ま
す
o

一
が
で
さ
ま
す
o

一

一

て

は

地

医

長

在

通

じ

、

伐

議

所

れ

の

恒

一

ま

し

ょ

う

。

市

議

が

ひ

き

や

す

く

な

り

ま

す

。

一

ば

官

話

詐

匂

の

決

め

か

た

力

主

い

と

一

動

式

に

な

る

と

次

の

よ
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